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 平成30年の横浜港総取扱貨物量は １億1,396万トン（前年比 0.4％増、以下増減％は前年比）で、 

２年連続の増加となりました。 

 コンテナ取扱個数は 305万TEU（4.3％増）で、平成24年以来６年ぶりに 300万TEUを上回りまし

た。外貿取扱コンテナのうちトランシップコンテナは 13万TEU（14.8％増）で、３年連続の増加とな

りました。 

 

１ 入港船舶 【Ｐ９】 

  入港隻数は ３万4,324隻（0.5％減）、総トン数は ２億9,666万総トン（1.7％増）で５年連続の 

 増加かつ、過去最高となりました。 

外航船の入港隻数は 9,709隻（1.6％減）、総トン数は ２億5,448万総トン（2.7％増）で、過

去最高となりました。うち、フルコンテナ船は 4,792隻（1.3％増）、１億2,559万総トン

（2.4％増）となりました。 

図２ 外航船・フルコンテナ船の推移 

3,781 3,866 3,883 3,924 3,893 4,218 4,327 4,224 4,289 4,373 4,406 4,217

13,587 

18,832 

21,901 

24,063 23,743 23,169 22,801 23,449 24,166 24,807 24,775 25,448

17,368

22,698

25,784

27,987 27,636 27,387 27,128 27,672 28,456 29,180 29,182 29,666

963

523

268 266 265 267 277 263 261 258 261 246

121 129
103 108 107 103 100 99 99 98 99 97

1,084

652

371 374 372 370 377 362 360 357 359 343

0

200

400

600

800

1,000

1,200

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

S45 60 H21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

内航船総トン数 外航船総トン数 内航船隻数 外航船隻数 合計隻数

（百隻）（万総トン）

（年）

内航船隻数

過去最高

外航船隻数

過去最高

総トン数

過去最高

図１ 入港船舶の推移 
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２ 海上出入貨物 【Ｐ14、15】 

  総取扱貨物量は １億1,396万トン（0.4％増）で、２年連続の増加となりました。 

図３ 海上出入貨物の推移 

（１）外貿貨物 【Ｐ14～16】 

   外貿貨物量は、輸出が 3,285万トン（4.0％増）、輸入が 4,563万トン（7.3％増）、合計で 

7,848万トン（5.9％増）、それぞれ２年連続での増加となりました。 

図４ 主要品種別 輸出貨物（構成比） 図５ 主要国別 輸出貨物（構成比） 
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  ア 輸出貨物 

    品種別にみると、自動車関連が過半数を占めており、第１位の「完成自動車」が 1,276万

トン（4.1％増）、第２位の「自動車部品」が 455万トン（11.3％増）、第３位の「産業機

械」が 312万トン（12.3％増）でした。 

 国別にみると、第１位の中国が 540万トン（2.7％減）、完成自動車の取扱いが増加した第

２位のアメリカ合衆国が 305万トン（24.9％増）、第３位のオーストラリアが 232万トン

（5.0％減）でした。 
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  イ 輸入貨物 

    品種別にみると、エネルギー資源関連が構成比で３割超を占めており、第１位の「ＬＮＧ

（液化天然ガス）」が 837万トン（3.8％増）、第２位の「原油」が 711万トン（25.0％

増）、第３位の「製造食品」が 200万トン（4.4％増）でした。 

 国別にみると、第１位の中国が 796万トン（3.9％増）、第２位のオーストラリアが 716万

トン（14.4％増）、第３位のサウジアラビアが 506万トン（8.4％増）でした。 

（２）内貿貨物 【Ｐ14、15、18】 

   内貿貨物量は 3,548万トン（9.9％減）、そのうち移出が 1,469万トン（4.9％減）、移入が 

2,079万トン（13.2％減）となりました。 

図８ 主要品種別 移出貨物（構成比） 図９ 主要港別 移出貨物（構成比） 

図６ 主要品種別 輸入貨物（構成比） 図７ 主要国別 輸入貨物（構成比） 
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  ア 移出貨物 

    品種別でみると、「その他の石油」、「重油」、「揮発油」の順でした。 
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図10 主要品種別 移入貨物（構成比） 

３ コンテナ取扱状況 

（１）コンテナ貨物 【Ｐ14、15】 
図12 外貿コンテナ貨物量の推移 

イ 内貿コンテナ貨物量 

  移出が 142万トン（3.2％

増）、移入が 137万トン

（3.8％減）、計 279万トン

（0.3％減）で、４年ぶり減少

となりました。 

 

内貿貨物全体に占めるコンテ

ナ貨物割合は 7.9％でした。 

図11 主要港別 移入貨物（構成比） 
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  輸出が 1,712万トン（6.2％
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加となりました。 

 

外貿貨物全体に占めるコンテ

ナ貨物割合は 51.6％でした。 
2,105

2,554
2,112 1,914 1,745 1,630 1,503 1,478 1,613 1,712

2,077

2,375

2,313
2,268

2,207 2,227 2,180 2,159
2,243 2,335

4,181

4,929

4,425
4,182

3,952 3,858
3,683 3,637

3,856
4,048

7,504

8,721

8,075
7,790

7,441 7,370 7,449

6,893

7,410
7,848

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

9,000

H21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

コンテナ貨物（輸出） コンテナ貨物（輸入）

外貿貨物全体量

（万トン）

（年）

126 144 126 140 136 122 141 144 137 142

116

140

115
118 117

107
112 113 143 137

242

284

241
258 253

229
252 257

280 279

4,049
4,248

4,057
4,349 4,476 4,332

4,025 4,019 3,940
3,548

-4,000

-3,000

-2,000

-1,000

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

0

100

200

300

400

500

600

H21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

コンテナ貨物（移入）

コンテナ貨物（移出）

内貿貨物全体量（右目盛）

（万トン）（万トン）

（年）

図13 内貿コンテナ貨物量の推移 

  イ 移入貨物 

    品種別にみると、「原油」、「完成自動車」、「砂利・砂」の順でした。 
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（２）コンテナ個数 【Ｐ20～24】 

 外内貿合計の取扱個数は 305万TEU（4.3％増）で、平成24年以来６年ぶりに 300万TEUを上回

りました。 

 外貿コンテナ個数は、輸出が 146万TEU（3.8％増）、輸入が 128万TEU（5.3％増）、合計で

は 274万TEU（4.5％増）で、３年連続の増加となりました。 

 国別にみると、輸出は、中国（46万TEU（4.2％増））、韓国（11万TEU（0.5％減））の順、

輸入は、中国（39万TEU（4.1％増））、アメリカ合衆国（16万TEU（0.7％増））の順でした。 

 内貿コンテナ個数は、移出が 13万TEU（9.5％増）、移入が 19万TEU（2.5％減）、移出・移

入合計では 31万TEU（2.0％増）となりました。 

図14 コンテナ個数の推移 

（３）トランシップコンテナ取扱個数 【Ｐ26】 

 横浜港で積替えたトランシップコンテナの取扱個数は 13万ＴＥＵ、外貿コンテナに占める割

合は 4.7％で、３年連続での増加となりました。 

図15 トランシップコンテナ取扱個数 
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５ 主要港比較【Ｐ48】 
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４ 施設別取扱貨物量 【Ｐ28～30】 
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図17 主要港別コンテナ取扱個数 （参考）主要港別コンテナ個数推移 

図16 施設別取扱貨物割合 
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一方、内貿貨物は民間施

設での取扱量が約８割を占

めています。 



















































































 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

 

 

 

 

 
  

 
 

 

 






